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あけましておめでとうございます 
 新しい年を迎え、まとめの３学期が始まりました。子供たちは新たな目標を決め、それに

向かって頑張ろうと、気持ちを新たにしていることでしょう。「今年はいよいよ最高学年に

なる年」という自覚をもって、様々な活動に取り組ませていきたいと考えています。どの子

も自分のもっている力を上手に出せるよう温かく見守り、励ましていきたいと思います。 

 今月は、学習発表会が行われます。５年生は、「福祉について考えよう」というテーマで学

習を進めてきました。どの児童も、それぞれが追究するテーマについて、体験活動や調べ学

習を通して、自分の思いをもつことができています。学習発表会当日は是非、学習の成果を

ご覧いただきたく思っています。 
 

 

国語･･･詩を味わおう 

    提案文を書こう 

    和語・漢語・外来語 

    漢字の広場 

    まんがの方法 

社会･･･情報化した社会と産業の発展 

    わたしたちの生活と環境 

算数･･･円と正多角形 

    割合のグラフ 

理科･･･電磁石の性質 

音楽･･･ききどころを見付けて 

    ずれの音楽を楽しもう 

図工･･･ほり進めて刷り重ねて 

家庭･･･ミシンにトライ！ 

手作りで楽しい生活 

体育･･･なわとびと持久走 

    タグラグビー 

総合･･･福祉について考えよう 

外国語･･･Welcome to Japan. (Unit7) 

道徳･･･小さな国際親善大使、お客様 

    奪われた自由 

 

                

学習予定 

 

 室内換気のために、教室や廊下の窓を開ける

ので、室内の温度が低くなることが予想されま

す。 

 脱ぎ着しやすい暖かい服装で、体温の調節が

できるようにしていただきますよう、お願いい

たします。 
 

 １月の集金は、１月４日（火）に引き落とし

させていただきました。 

お願いとお知らせ 
 

 

  

年末年始の冬休みで、生活のリズムが乱れて

いませんか。早く普段の生活のリズムに戻せる

よう、ご家庭でもご協力をお願いいたします。 

①  手洗い・うがいを心掛ける。 

  ② ３度の食事をしっかり食べる。 

  ③ 早寝・早起きを心掛ける。 

かぜに負けるない！ 
 

★オバッタベッタで福祉の設備探しと野外活動★ 
 

 

【今日はよろしくお願いします】 【人力車みたいな車いすだ】 【初めての薪割り、できるかな？】 【みんなで食べる BBQ、最高！】 



5 年 1 組 

【教材名】「祖母のりんご」    

【内 容】 優しかった祖母のことを思い出して気持ちが変わっていく「わたし」の姿を

通して、家族の一員としての自覚をもてるようにしました。家族のことを大切

に思うときとそう思えなくなってしまったときの両方の考えにふれたうえで、

改めて自分にとっての家族とはどのような存在なのか考えました。 
 

5 年 2 組 

【教材名】「クール・ボランティア」 

【内 容】 見た目のかっこよさをボランティアに求めていた主人公が考えを改める姿を

通して、ボランティアをする上でどのようなことを考えて行うことが大切かを

考えました。相手の立場に立って考えて行動する大切さについて考えを深め、

自分だったらどのボランティア活動を選び、どのように行うのかを理由ととも

に考えました。公共のために役立とうとする意欲を高めました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

【自分の意見を入力する場】     【意見を共有する場】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習アプリ「ロイロノート」で話形を児童のタブレットに送信し、そこに児童が直接の意見を

打ち込み、教師に送り直すことで、一瞬で全員の意見を共有しました。友達と自分との違いを一

目で把握することができ、意見交流もスムーズに行うことができました。また、授業の後半でも

同じ質問をし、話形で答えることで、学習を通して自分の考えがどのように変化したかが分か

り、今までの自分とこれからの自分を比べることができました。 

  

 学校努力点「自己の生き方について考えをもつことのできる児童の育成」 

～対話的な活動を通して～ 

 

【自分と友達の意見を伝え合う場】 

 全員の意見を共有して、

見比べる事ができます。      

自分のタブレットからも

確認することができます。 

 


